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論 文 の 要 旨 
 本論文は、次のように、形式名詞と「を」が結合した「中を」、「のを」、「ところを」形式について、文中
における意味的な特徴と機能を検討するものである。 
(1) a 太郎が雨の中をさまよった。 
   b ちょうど人が額に手をあてて遠くを眺めるといったふうに、淡い六の月光の中を、向こうの谷を
しげしげ見つめているのにあった。  [国語総合 教育出版株式会社 2006] 
(2) a 二人がそれを手帳に写しとろうとするのを、じれったそうに手をふって、「いいんだよ、それは
持ってお行き。こっちにゃ住所の控えはあるから」 
   b この時の保健大臣だったフラビエール氏も、IRRM(国際農村復興運動)という主に地域開発の活
動をしているNGOの代表だったのを、ラモス大統領によって任命されたばかりだった。  [火曜
日はマーシーの日 2002] 










 本論文は、以下の 7章から構成される。 
第 1章 序論 
第 2章 先行研究と問題の所在 
第 3章 移動格の「を」と「中を」形式におけるずれと機能変化について 
第 4章 複合助詞ノヲにおける格助詞用法と接続助詞用法の連続性について 
第 5章 接続助詞として機能する「ところを」について 
第 6章 格助詞「を」の性質の希薄化の程度性について 
第 7章 結論 
 第 1章では、本論文の目的および本論文の対象について述べられる。 



























































  平成 29年 1月 23日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
 
